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オリンピックとパラリンピックの垣根のない世界

倉 田  秀 道
kurata hidemichi

入学当初から際立っていた
渡部暁斗の“考える力”

— 倉田さんは千葉県のご出身ですが、どのようにスキー
と関わられたのでしょうか？
幼少時代は実家の近所にできた「セントラルスイミングクラ
ブ」に通いながら、少年野球チームにも入っていました。母親
の故郷である新潟県に行く機会がよくありましたので、小学
生になってからはスキーも楽しんでいました。野球とスキーが
楽しくて仕方なかったものですから、スイミングクラブは小学
校低学年で辞めてしまいました。それこそ冬休みは新潟に
ずっと滞在して、スキーをやっているような子どもでした。

— 本格的にスキーと関わられるのは、大学に入ってから
になりますか？
もともとアルペンをやっていましたが、本格的にという意味
では大学に入学してからといったほうが適切かもしれませ
ん。その後、ノルディックスキーに携わるようになりました。高
校は早稲田実業に進学しましたが、スキー部がなかったの
で、ほかの部活をしながら大学生らと一緒に練習をさせて
もらっていました。もちろん、当時から早稲田大学（以下、早
大）に進学しようと思っていました。

—当時の早稲田のスキー部はどんな感じでしたか？
4年生はほとんどがナショナルチームに選考されている強い
選手がそろっている、いわゆる日本代表レベルで全日本学
生選手権でも優勝していました。その後、強い１年生も入
学してスキー部の歴史と伝統を継承してきましたが、私が
上級生になっても少数精鋭の状況は変わらず、スキー部
全体として、当時はそれほど強かったわけではありませんで
した。監督さんが練習に来られるのは月に一度程度、日々
の練習は学生だけで行っていました。今にして思えば、学
生だけで回していた部活動でしたので、学生の意識は高
かったと思います。
当時は、東京･東伏見に、硬式野球部以外の体育各部の
寮（合宿所）が集中していて、先輩･仲間とのコミュニケー
ションは部をまたいで広く交流がありました。

— 大学卒業後は、大東京火災海上保険（現・あいおい
ニッセイ同和損害保険）に入社されましたが、スキーは続け

ていらっしゃったのですか？
大学卒業後は普通にサラリーマンになって大学での経験
を生かしながらビジネスの世界でがんばろうと思っていまし
たので、スキーは大学で区切りました。社会人になってか
ら、再びスキー部に深く携わることになるとはその時は思っ
てもいませんでした。

— 入社後、10年経ってから母校の早大スキー部から
コーチとして声がかかったのには、どのようなきっかけが
あったのでしょうか？
在学中からスキー部の先輩方にはお世話になっていました
ので、卒業後もOB会の活動に携わっていました。ある時、
当時の監督さんから突然「手伝ってもらえないか」というお
話をいただきました。1年ほど考える時間をいただいたので
すが、平日は無理だけど土日だけならできるかなと、恩返し
のつもりで引き受けることにしました。ただ「コーチで」という
肩書だったのですが、そんな大それた指導はできませんの
で、「ちょっと見るくらいなら」ということでスタートしました。平
日は毎日夜中まで仕事をして、土日はスキー部の練習を見
に行く、という生活。体は疲れましたが、まだ年齢的には30
代前半と若かったですし、それまで仕事しかしていないよう
な生活を送っていたこともあり、大学に行って選手と対峙す
るのはとても新鮮で、今振り返るとリフレッシュになっていた
ように思います。

母校・早稲田大学スキー部の復活に尽力した指導者として知られる倉田秀道さん。同大学では最長となる15年

間にわたって監督を務め、5年目の2007年には40年ぶりにインカレ優勝に導きました。その後も9年連続で優

勝を遂げた早大スキー部は、数多くのオリンピック選手を輩出。北京2022オリンピックでは教え子9選手が出

場、とりわけ、渡部暁斗選手らノルディック複合団体銅メダルの4選手は全員が倉田さんの教え子。また、倉田さ

んは同部への入部を強く希望したパラアルペンスキーヤーの村岡桃佳選手の受け入れにも大きく携わり、同選

手の躍進を支えた指導者でもあります。現在は川内優輝選手をはじめオリンピック･パラリンピック選手のマネジ

メント、パラスポーツの支援に注力し、持続可能なサポート事業を行っている倉田さん。あいおいニッセイ同和損

保でスポーツ事業の責任者として推進しているパラスポーツ関連の事業展開などについてお話を伺いました。

聞き手／佐野慎輔 　文／斎藤寿子 　写真／フォート・キシモト、倉田 秀道　取材日／2022年11月16日
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す。おそらく当時は社内で
は大ごとになっていたと思
います。副総長がお帰りに
なられた直後に、私に内線
で連絡が来て、「すぐに社
長室に来るように」と言われ
ました。社長から「今、こうい
う話があったが、知ってい
たか？」と聞かれたのです
が、私は聞かされておらず寝耳に水でした。「副総長のこと
は存じ上げていますが、その話はまったく知りません」と答え
たら「そうか」と。社長室を出てすぐに、私は副総長に電話
をかけたところ「あとで言おうと思っていたのだけど、ごめん
なさいね」と言われました（笑） 結果、当社から早稲田大学
に出向することになりました。企業から大学への出向は、当
時は他業界での前例はあるものの、金融機関としては稀な
ケースで、ラグビーの宿澤広朗さんが住友銀行（現・三井住
友銀行）から出向で日本代表や早大ラグビー部の監督を務
めたことがありましたが、それ以来だと思います。

— 最終的に出向が決定し、2006年からフルタイムで指
導されたわけですが、長く勤められましたね。指導者として
かなり勉強もされたようですね。
監督としては早大スキー部では最長の15年間でした。仕
事をしながらの指導では選手に対峙する時間が限られま
したし、やりたいことがやりきれずジレンマを感じる時もあり
ましたので、地に足をつけて選手に向き合うことができたと
思います。部の「見える化」、選手との会話増加、リーダー
シップとフォロワーシップ・マネジメントの検証、夏季合宿改

— 早稲田のOBには河野孝典※1、荻原健司※2・次晴※3

兄弟もいましたが、彼らはどんな選手だったか印象はありま
すか？
孝典は、生真面目な性格で一生懸命に練習していたという
印象があります。世界を見据えて貪欲でしたね。荻原兄弟
は、今では健司と次晴の見分けがつきますが、最初見た時
は見分けがつかないくらいそっくりでした（笑）
どちらかというと、健司のほうが練習熱心だったような気が
します。孝典よりは少し身体的にセンスがあったように記憶
しています。健司も次晴どちらも“新人類”というにふさわし
い性格で、新しい時代の到来を感じさせる選手でした。

— 2000年代後半には、渡部兄弟※4が早大スキー部に
入ってきました。
私が早大スキー部の監督に就任したのが2003年、その
後、会社から出向という形で、フルタイムで指導をすること
になりました。暁斗はその時代に入学してきました。私が監
督として指導している間、多くの選手がオリンピックに出場し
ましたが、そのなかでも突出した才能を持っていたのが暁
斗でした。彼はすでに高校2年生の時に2006年トリノ大会

に出場していましたし、そ
の前から注目されていま
した。私も毎年、中学3年
生くらいから高校2年生ま
での各選手の情報をリス
ト化していましたので、早
くから暁斗のことも注目し、
「この選手、すごいな」と
思っていました。体は細
身でしたが、ジャンプもま
ずまずの距離を飛んでい
ましたし、何よりクロスカン
トリーでは粘り強い走りを
見せていました。「この選
手は強くなる」と思ってい
たので、絶対にスカウトし
ようと考えていました。高
校生ですでにオリンピアン

になっていたので、大学はもちろん企業からも声がかかっ
ていて、スカウト合戦が激しかったことを覚えています。あの
レベルの選手になると、大学に入って練習時間を授業で潰
すのはもったいないという考えも出てきますので、もしかした
ら社会人に行ってしまうのではないかなという危惧もありま
した。いろいろなところから話があったようで、本人としても
悩んでいたのか、なかなか答えを出さずにいたのです。そ
んななかで暁斗のお母さんのお父さん、つまり彼のおじいさ
んが早大出身だという情報をキャッチして、まずはお母さん
に話をして、さらに暁斗が通っていた白馬高校（長野）にも
赴き、外堀を埋める形で「ぜひ早稲田に！」と半ば強引に引
き込んできました。

— 暁斗選手は大学3年の時、2010年1月のワールドカップ
（オーストリア・ゼーフェルト）で3位に入り、初めて個人での
表彰台に上がりました。同年2月には2度目のオリンピック、バ
ンクーバー大会（カナダ）に出場。個人ラージヒルで日本勢
最高の9位となるなど、期待通りの活躍をされました。これも
ひとえに倉田さんのご指導の賜物だったと思います。
私が早大スキー部の監督を務めている間、延べ29人の
選手がオリンピックに出場しており、暁斗もそのうちのひとり
だったのですが、入学当初からほかの選手とは違うなとい
う感覚がありました。私とコーチで相談をして練習メニュー
を考えて、学生に提示していたのですが、暁斗はそれをそ
のままやらずに自分流の練習に変えてやっていましたし、全
体練習後もひそかに個人練習をしていました。孝典（河野）
も真面目でストイックな選手でしたが、彼とは少し異なるスト
イックさが暁斗にはありました。会話ひとつとっても、暁斗に
はクレバーさを感じました。

— 河野さんにはストイックさがあり、荻原健司さんにはも
ちろん努力もあったと思いますが、ある種の“天才肌”という
印象がありました。その両方を兼ね備えているのが、暁斗
選手ですね。
そうかもしれないですね。一方、その3人に共通していたの
が、チャレンジ精神でした。健司はV字ジャンプが台頭した
時に、日本人ではいち早く取り入れたというくらい、選手に
とって怖いであろう変化にも果敢にチャレンジするような選

手でした。一方、孝典も大学在外中にノルウェーの強豪選
手の家にホームステイをして、最先端のトレーニングを学ぶ
などしていました。そして暁斗もまた、チャレンジ精神では
彼らにひけをとっていません。今でこそ競技スポーツとなっ
ているスラックライン※ですが、当時は知る人も少なかったと
思います。それを暁斗は情報を取り入れて、「こういう練習
もしたいです」と言ってきたんです。そういうことは日常茶
飯事でした。私はいつも「自分で考えられる選手になってほ
しい」と学生に言っていましたが、暁斗は入学当初から自
分で考えられる選手でした。換言すると、「練習を考える天
才」ですね。

— 暁斗選手が入った2007年には、早大スキー部はイン
カレ（インターカレッジの略。全日本学生選手権大会）で40
年ぶりに優勝しました。当時は会社からの出向という形で、
フルタイムで早大スキー部の指導をされていましたが、これ
はどういう経緯からだったのでしょうか？
出向というと勤務先から、別の企業に移って働くのが通例
で、そもそも大学などビジネスとは直接的に関連のないところ
に行くというのは前例がないことでした。ただ早大では、競争
部の駅伝部門をはじめ、野球部、ラグビー部、サッカー部で
は、以前から監督が企業から出向してフルタイムで指導する
ということが行われていました。それら特別強化部にスキー
部とテニス部が加わったのを機に、大学からの要請を受け、
私も出向してフルタイム監督となりました。当初は当社の社長
も「金融機関から大学に出向というのは、ちょっと考えにくい
よな」と言っていました。そこに早大の体育会担当理事・副
総長が社長に会いに来られて、私をスキー部に出向させて
フルタイムで指導できるようにしてほしい、と直訴されたので

※スラックライン ： 「ウェビング」と呼ばれる細いベルト状のラインの上でバランスをとって歩いたり飛んだりしながら綱わたりするスポーツ

2007年インカレで40年ぶりに優勝し胴上げされる 早大スキー部インカレ集合写真（前列中央）

インカレにて（左）

※1河野孝典 ： 現・全日本スキー連盟競技本部長、元ノルディックスキー複合日本代表。オリンピックには1992年アルベールビル＜フランス＞、1994年リレハンメル＜ノルウェー＞と
2大会連続で出場し、団体金メダルに輝いた。リレハンメル大会では日本人初となる個人銀メダルを獲得した

※2荻原健司 ： 現・長野市長、元ノルディックスキー複合日本代表。オリンピックにはアルベールビル、リレハンメル、1998年長野、2002年ソルトレークシティ＜アメリカ＞と4大会連続
で出場。アルベールビル、リレハンメルでは複合団体で金メダルを獲得した

※3荻原次晴 ： 健司氏の双子の弟で、ノルディックスキー複合で長野大会に出場。現在はタレント、スポーツキャスター、コメンテーターとして活躍
※4渡部兄弟 ： 兄の暁斗はオリンピックでは2014年ソチ、2018年平昌と2大会連続で個人ノーマルヒルで銀メダル、2022年北京大会では個人ラージヒル、団体で銅メダルを獲得し

たノルディックスキー複合界のエース。3歳下の弟の善斗もソチ、平昌、北京と3大会連続でオリンピックに出場し、北京での団体銅メダルのメンバー

河野孝典氏

荻原健司氏（左）、次晴氏（右）
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善、海外トレーニング拠点設置、合
宿所リフォーム、（村岡）桃佳の入学
など、いろいろと着手しました。教員

（客員教授）の身分で出向したの
で、授業の担当、卒論指導、学部･
大学院でのゲスト講師など学生教
育にも従事しながら、スキー部の選
手指導を担っていました。指導者
として自らも学びました。コーチ･助
監督の時代には日本スポーツ協会
公認コーチ資格を取得、クロスカントリースキー指導員・検
定員の資格などを取得しました。そのことから、海外遠征、ユ
ニバーシアードはじめ国際大会のコーチとして海外での活
動にもつながったと思います。その後、早大大学院スポーツ
科学研究科ではスポーツビジネスを、早大コーチング研究所
ではトップコーチングを研究し、現在に至るまで調査･研究活
動を継続しています。大学院は、スポーツ科学研究科で、桑
田真澄さん（野球）、朝日健太郎さん（バレー）、杉山芙紗子
さん（杉山愛さんのお母さま）、山下大悟さん（ラグビー）らス
ポーツ界の方 と々同じ研究室で学びました。最近では伊達
公子さん（テニス）、五郎丸歩さん（ラグビー）らが学ばれてい
ます。あらゆるジャンルの皆さんとの交流により学びの輪が
広がり、今でも貴重なコミュニティとして大事にしています。

東京大会の開催決定を機に
本格的に舵を切ったパラスポーツ支援

— 2013年の東京2020オリンピック・パラリンピック競技大
会の開催決定を機に、あいおいニッセイ同和損害保険社は
2014年にJPSA（日本パラスポーツ協会）のオフィシャルパート
ナーとなり、2015年からは同社でアスリート雇用がスタートしま
した。早大スキー部の指導をしながら、当時からパラスポーツ
事業のリーダー役を務めていたのが倉田さんでした。もともと
御社では、2006年に日本車いすバスケットボール連盟（以下
JWBF）とオフィシャルスポンサー契約を締結し、男女の日本
代表チームの遠征強化や国際大会への出場をサポートする
など、早くからパラスポーツを支援されましたね。
私は早稲田大学にいましたので直接携わったわけではあり

ませんが、当時、当社はあいおい損害
保険という時代で、グループ企業であ
るトヨタ自動車、アイシン電機などが強
豪のバスケットボールチームを有してい
ました。その関係で「あいおいさんも、
バスケットボールに携わってはどうです
か」という話があったらしいのです。社
内で検討したところ、車いすバスケット
ボールの存在を知り、そのサポートをす
るのはどうかということで話がまとまり、

2006年にJWBFとオフィシャルスポンサー契約を締結したよ
うです。当時はパラスポーツのスポンサー企業はほとんどな
かった時代－東京2020パラリンピックで車いすバスケットボー
ル代表チームの指揮を執った及川晋平さんや現在男子日
本代表ヘッドコーチの京谷和幸さんが現役選手の時代－で、

「初めてあいおい損害保険の企業ロゴがついた代表ユニ
フォームを着た時は、本当に嬉しかった」と今でもおっしゃって
くださいます。

—それが始まりで、貴社でスポーツチームをつくることにな
り、その中核として倉田さんに白羽の矢が立ったのですね。
私が早稲田大学に出向している間、2～3カ月に一度、近
況報告のために社長や人事担当役員と会っていたのです
が、ある日、社長から「今度いつ来る？ ちょっと話があるか
ら社長室に来てくれ」と連絡を受けました。それが2013年
秋、東京2020オリンピック・パラリンピックの開催が決定し

た直後でした。社長から、
「東京大会はいわば国
家事業だから、当社とし
て何ができるか検討した
い。ちょっと考えてくれな
いか」という話がありまし
た。いろいろな角度から
アプローチして検討をす
すめました。当社ではス
ポーツに関わる取組みは
白地で、唯一、協賛とし
て車いすバスケットボー
ルに関わっていました。そ

こで車いすバスケットボールの協賛から、パラスポーツの支
援につなげる、というシナリオを策定しました。JWBFにヒア
リングしたところ、車いすバスケットボール選手の実に7割ほ
どが自動車事故で車いす生活を余儀なくされたことがわか
りました。損保会社として交通安全や事故軽減に寄与して
いる当社として、自動車事故で車いす生活を余儀なくされ
た方への自立支援につながるとともに、なにより当社との親
和性があるという背景もありました。取り組みにしっかりと意
味を持たせることができたわけです。社長から快諾をもら
い、さらに社内でスポーツチームの部署を組成することにな
りました。

— 倉田さんご自身が、パラスポーツと直接関わりを持た
れたのはいつごろだったのでしょうか？
もともと早大スキー部の監督をしていたころから、スキー仲
間として大日方邦子※1さんや、荒井秀樹※2さんとは知り合
いでした。また、私はU23世代のユニバーシアード選手指
導や全日本ナショナルチームのスタッフも担っていたので、
代表の海外遠征に帯同することもあり、その時にパラス
キーのナショナルチームと接点もありました。ですので、大日
方さんや荒井さんから話を聞いたり、遠征でパラ選手の練

習をなんとなく見ていたりはしていたので、パラスポーツのこ
とはある程度知っていました。さらに、新田佳浩※3選手とも
大きな接点がありました。新田君には強烈な思い出があり
ます。彼から早大スキー部の合宿に混ぜてほしいと電話を
もらい、３年間ほど早稲田の合宿に参加してもらいました。
早稲田の選手と寝食を共にしながら切磋琢磨して競技力
向上の指導をした時期があります。今にして思えば、オリン
ピック･パラリンピック選手が一緒に合宿練習を行ったとい
う大きなトピックスだったと思います。個人的に最も影響を
受けたのは村岡桃佳選手との出会いです。

村岡桃佳の存在によって
スキー部に起こった化学反応

— 村岡桃佳選手※4との出会いも大きかったのではない
でしょうか？
桃佳との出会いは、まさに大きな出来事でした。桃佳と対峙
したこと自体が、私にとってはパラスポーツに対しての学び
であり、さまざまな気づきでもありました。その経験値が、会
社に戻った時に生かされたと思います。
スキー部100年の歴史のなかでも大変革となりましたし、早
稲田大学にとっても多様性を考える大きな転換の機会と
なったはずです。

—パラアスリートの村岡選手が早大スキー部に入部し
たのは、それまで前例になかった大きな出来事だったと思
います。ある意味、早大スキー部の歴史を変えたと言って
いいと思いますが、どういういきさつがあったのでしょうか？

※4村岡桃佳：パラアルペンと車いす陸上の二刀流で活躍するパラアスリート。特にパラアルペンでは2014年ソチ、2018年平昌、2022年北京と3大会連続でパラリンピックに
出場し、平昌では出場した全5種目でメダルを獲得、北京では3つの金メダルに輝いた。車いす陸上では、東京2020大会に出場し、100mで6位入賞

※1大日方邦子 ： 1994年リレハンメルから2010年バンクーバーまで5大会連続でパラリンピックに出場し、あわせて9個のメダル＜金2、銀3、銅5＞を獲得し
た。現在は電通グループフェロー、あいおいニッセイ同和損害保険社外取締役

※2荒 井 秀 樹 ： 日本で初めてパラスポーツの実業団チームを立ち上げ、日本パラリンピックスキーチーム監督、日立ソリューションズ「チームAURORA」監督を
歴任。現在は北海道エネルギースキー部監督

※3新 田 佳 浩 ： パラノルディックスキー選手。1998年長野から2022年北京まで7大会連続してパラリンピックに出場し、金3、銀1、銅1、計5個のメダルを獲
得。パラスポーツ界のレジェンド

京谷和幸氏

大日方邦子氏 新田佳浩氏

早大大学院で共に学んだ桑田真澄氏（右）と

2014年ソチパラリンピック、村岡桃佳選手村岡桃佳選手（右）、早大入学時
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桃佳は高校2年生の時に、2014年ソチパラリンピック大会
に出場しているのですが、そのころに桃佳の親御さんから
電話をいただいたのが最初でした。「村岡と申しますが、う
ちの娘がパラリンピックに出場することが決まりました。高校
卒業後は、早稲田大学スキー部に入りたいと言っていて、
一度お会いできないでしょうか」というようなお話でした。正
直、私は桃佳のことはまったく知らなかったのですが、パラ
リンピック終了後にスキー部の寮に来てもらって話をしまし
た。桃佳から「早稲田大学に入学したい、スキー部に入り
たい！」と熱く語りかけられたのですが、パラアスリートを指導
した経験がない私は、その時に「ちょっと待てよ」とブレーキ
を踏んでしまいました。パラのコーチ経験者もいないので、
指導するとすれば私になるのだろうと思い、スキー部への
入部についてはお断りするニュアンスのことを申し上げまし
た。ただ、同じスキー選手なので大学入学のサポートはでき
ると考え、その後も何度か話をしたり、キャンパスを案内した
りということをしていました。

— 変化はいつごろだったんでしょう？
その年のゴールデンウィークにスキー部恒例の野沢温泉合
宿（長野）を組みました。暁斗も含めてノルディックチームの
残雪でのクロスカントリートレーニングです。合宿中、パラア
ルペンスキーチームも合宿に来ていて、ゴンドラでばったり
桃佳に遭遇したのです。結局、1週間近く同じ場所で合宿
をしていたので、桃佳といろいろと会話をする機会となりま

した。「先日大学のキャンパスを見て、ますます早稲田に行
きたくなりました」と、何度となく熱く伝えてきました。ある日、
旅館の部屋でひとりになった時に、ふと「桃佳が言っている
ことは、私が選手スカウトで話をしている高校生たちと何ら
変わらない。それなのに、その芽を不用意に潰してはいけ
ない」と思いました。それで桃佳には、ぜひ早大を受験して
もらって、合格した暁には、希望通りスキー部に入ってもら
おうと思いました。ただ、実際に一緒に生活したり練習する
ので、ほかの学生がどう思うかが最も大事だろうと考えまし
た。そこで合宿後のミーティングの場で、次年度入学の候
補選手のなかに桃佳のことも加えて話をしました。高校生
選手の情報共有と部員の意見を聞く場で、部員たちはそ
れぞれ意見を述べていましたが、桃佳のことになると誰も何
も語りませんでした。シーンと静まり返ってしまったので「1週
間考えてから、みんなの意見をまとめてキャプテンが私に伝
えにきてくれ」と言って、その場を解散しました。その1週間
後、キャプテンからの報告で、「みんな、入部してもいいと思
うと言っています」と言うのです。ミーティングの場ではシー
ンとなったので、みんなネガティブに考えているものだとばか
り思っていましたが、そうではなかったのです。聞けば、アル
ペン選手のなかには、菅平高原などで合宿をする際、パラ
アルペンチームの桃佳と一緒に練習していた学生もいたよ
うです。それで「どうやって一緒に練習したの？」と聞いた
ところ、パラのアルペンも、一般のアルペンとルールが一緒だ
と言うのです。恥ずかしい話ですが、実はそれまで私はパ

ラとはルールが異なるとばかり思っていたので、そこで初め
て同じルールであることを知りました。結局、私なんかよりも
学生たちのほうがよっぽど理解していたようです。桃佳の
練習姿勢も高く評価していて、「ちょっと人見知りだけど、す
ごく真面目に練習していたし、うちのスキー部に入っても人
間性も問題ないと思います」ということだったので、桃佳を
受け入れることが決定しました。桃佳の入学後の学内の環
境を整備してもらうため、当時の学部長はじめ大学側に対
しても、入学を想定して、施設、学バス、授業配慮など課題
と思われる点の改善を要請し、折衝するなど、学内を奔走
し走り回ったことが思い出されます。

—ただ、パラアスリートを初めて受け入れるためには、例
えば寮を車いすユーザー仕様にするなど大変だったので
はないでしょうか？
どうやら部員たちは、桃佳は寮ではなく別のところで生活を
するのだろうとばかり思っていたようです。私としては入学、
入部が決まった時点で、扱いはほかの部員と同じと考えて
いましたので、当然寮で生活してもらうつもりでいました。本
人は少し緊張気味でしたが「はい、わかりました」と寮での
生活をすぐに了解したのですが、ご両親が「本当に大丈夫
ですか？」と心配されていました。「寮も車いすでも生活でき
るようにしますし、ほかの学生に対してもきちんと教育をしま
す。なにより分け隔てなく接したいです」と言って、見守って
いただくことをお願いしました。すぐに寮の工事が始まりまし
て、本人にも入学前から何度か足を運んでもらい、バリアフ
リーの状況、日常の導線、万一の場合の避難導線なども確
認しながらバリアフリー化のリフォームを進めていきました。
また、共生社会に関する基礎知識を共有するため、桃佳
が入寮する前にこまめにミーティングを開き、パラスキーのこ
と、共生社会・ダイバーシティのことなどを伝えましたし、学
生同士による話し合いの場も設けました。

— 実際に村岡選手が入部して、早大スキー部には化学
変化が起こったのでしょうか？
実は、最初は、ネガティブな化学変化でした。寮で日常生活
を送るなかで、いろいろな問題が出てきたのです。例えば、
遠征から帰ってきたメンバーが大きなバッグをそのまま廊
下に置きっぱなしにすることがありました。そうすると、桃佳
は車いすで通れなくて「これ、片付けて」というようなことが
しょっちゅうありました。逆に、桃佳が手の届くところに置い

ていたものを、邪魔だからと棚の上に置いてしまって、桃佳
が届かないというようなこともあって、お互いに不満が募っ
ていってしまいました。できるだけ学生同士で解決してほし
いと思っていたので、私は見守るスタンスでいたのですが、
だんだんと解消されて、半年経ったころにはすっかり軋轢
がなくなっていました。双方がお互いのことを自然と配慮で
きるようになっていったようです。
もうひとつ、課題だったのは、私も含めてですが、健常者側
が障害のある人たちに対して、無意識のうちに上からもの
を言ってしまうことでした。「アンコンシャスバイアス」です
ね。例えば「何かあったら手伝ってあげるよ」「ひとりでは
できないよ」などの言葉。言った側は親切な気持ちで良か
れと思って言ったことなのですが、言われた側としてはあま
り気持ちが良くない場合がありますよね。そういうことが、よ
くあったのですが、桃佳がパラアルペンスキー界で日本代
表として世界で活躍するのを目の当たりしていくうちに、部
員たちも桃佳のことを競技者として見るようになり、リスペク
トするようになっていきました。さらには、ほかの部員が靭
帯断裂などの大ケガをした時には、桃佳のほうが「そんな
に落ち込んでても、何も変わらないよ。リハビリがんばろう」
と励ましたり、アドバイスを送ったりしていました。そのように
して、桃佳の存在によって学生たちのなかにもいい化学変
化が起こっていて、スキー部という小さいコミュニティのな
かで、しっかりと共生社会が実現していました。実を言いま
すと、当初はOBのなかには障害のある桃佳をスキー部に
入れることに反対の意見も少なくなかったのです。私は説
明・説得・理解のため、各地のOB会を訪問し、最後は、監
督権限の範囲内のことなので任せてほしいと伝え歩きまし
た。結果的に彼女を受け入れたことは正解でした。

持続可能なパラスポーツ支援に
必要な“自分ごと”

— 2014年に立ちあがったスポーツチームの経緯につい
て教えてください。
2014年4月から当社内にスポーツチームが立ち上がること
となり、私が責任者として早大スキー部の指導と兼務する
形で着任しました。前述した通り、車いすバスケットボール
へのサポートから拡大するというシナリオは描いたものの、
実際の「DO」の部分はこれからという状況でしたので、正

早大スキー部集合、前が村岡桃佳選手（大隈講堂前にて）
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直何をどうすればいいのか、アクションプランは何もありま
せんでした。それで大日方さんはじめパラスポーツ関係者
や、JOC（日本オリンピック委員会）、中央競技団体あるい
はナショナルチーム関係、スポーツ人脈をたどりいろいろと
話を聞き、情報収集しました。その過程で、JPC（日本パラ
リンピック委員会）という組織があることがわかりました。当
時JPC委員長の山脇康さん（現・日本財団パラスポーツサ
ポートセンター会長）および日
本パラスポーツ協会（以下、
JPSA）の方を紹介いただき、
お目にかかりました。「当社で
はパラスポーツを応援する事
業を展開していきたいと思っ
ているのですが、どのような
ことをしたらいいでしょうか」
とざっくばらんにうかがいまし
た。すると「まずは、ぜひ大会に来てほしい、ご自身の目で
現状を見てもらえたらありがたい」と。そこで直近の大会
に足を運んだところ、JPSAの皆さんがおっしゃっていた通
り、観客席はほぼ空席状態でした。「これが、日本のパラス
ポーツの現状なのだな」とわかり、まずは社員に大会で応援
してもらうところから始めようと考えました。加えて山脇さん
から「JPSAのスポンサーになっていただけませんか」という
お話もありました。金額的にもいけそうだったので、その場で

「わかりました」と私の独断でお返事をしてしまいました。

— 即断即決ですね。
というのも、当社は、スポーツに関しては、いわば白地でした

ので、取り組みをするための土台をつくりたいと考えていた
ので、JPSAへのスポンサードは最初からありだと判断して
いました。自分たちがやろうとしていることにしっかりと結び
つくものですし、スポンサーという形であれば社内でも「パ
ラスポーツを応援している」ということが形としてわかりやす
く、浸透しやすいだろうと思えたのです。私の意見に、社
長も理解を示してくれ、稟議もスムーズに通り、早々にJPSA
とスポンサー締結をしました。その後、7月に初めてゴール
ボールの大会を応援しに行くことになったのですが、驚いた
ことに100人ほどの社員が来てくれました。ほかの観客はほ
とんどいなくて、当社の応援団だけがスタンドを独占するよ
うな状態でした。試合の合間には、体験会もあって、まるで
弊社の社員のために開かれているような感じだったのです
が、初めてのパラスポーツ観戦は社員にとってもインパクト
の強いものになったようでした。アンケートを実施したところ、

「とても良かったので、こういう事業をこれからも続けてほし
い」というようなことを書いてくれた社員が多くいました。
その時に「スローガンをつくろう」と思い立ち、“観て 感じて 
考える”というスローガンを掲げました。まずは実際に見ても
らわないとわからないですし、見れば何か感じてもらうこと
ができます。そして、損保会社の社員として自分ごとに置き
換えて考えてみよう、というような思いが込められています。
このスローガンは現在に至るまで継続されています。以降、
当社のスポーツ支援の柱として大会応援を位置づけてい
ます。

— 社内の雰囲気も変わって、2015年からは、他社に先
駆けてパラアスリートの採用を推進し、現在は所属アスリー

ト21人のうち13人がパラアスリートです。
パラアスリートの採用については、2014年にスポーツチーム
が組成される前から考えていました。スポーツを応援する
なかで、最も大切なのは現場であり、選手だということはス
ポーツ界にいた人間としてわかっていたので、社内に選手
がいないことには本当のパラスポーツの支援にはならない
だろうと感じていました。2014年秋に人事部に、アスリート雇
用の制度設計を依頼しました。その大きなきっかけとなった
のは、会場に足を運んでパラスポーツを応援するというプロ
ジェクトを進めていくなかで、あることを感じたことにありまし
た。最初は初めて見る光景に、どの社員も「すごい！」と驚い
た様子で夢中になるのですが、長時間見ていると、そのう
ち飽きがきてしまうのです。というのも、パラスポーツの場合、
クラブチーム戦で、チームにも選手にもまったく関わりがない
ために、勝敗に関わる感情がまったく湧いてこない、応援の
対象が不在、ということでした。そうした社員の姿を見てい
て、「やっぱり所属選手がいなければ。選手が真ん中にいる
ことが大事だ」とあらためて感じました。アスリート雇用はパ
ラアスリートから開始しましたが、現在では、オリンピック･パ
ラリンピック垣根なく採用しています。当社では、オリンピック
･パラリンピック一緒にアスリート研修会を開催したり、選手
間のコミュニケーションの場づくりを行っています。選手の相
互交流も選手の成長に大きな意味を持つと思っています。

—スポーツチームが立ち上がって、今年でちょうど10年目
になります。フィードバックしながら推し進められてきたと思い
ますが、社内ではどのような変化があったのでしょうか？
会社事業であればすべて数値化されています。選手で
あれば成績などで数値化できます。スポーツ領域の事業

に対して評価するうえでの数値化というのは難しいため、
スタート時から続けてきた社内アンケートを用いて社員の
意識がどう変わってきたかを“見える化”しよう、それをKPI
指標にしようと考えました。アンケートはいくつかの設問に
対して、5段階で選んでもらい、最後は自由に感想や意見
が書けるようなフリースペースをつくっています。初期のこ
ろは、単に「すごい」とか「初めて見ました」というような漠
然としたコメントが多かったのですが、2018年ごろになる
と「今度は家族を連れて見に行きたい」「こういう体験の
場を、全国展開していくべき」「応援にとどまらず、運営に
も携わりたい」「選手を一緒に支えたい」というような、自分
ごとに置き換えたコメントが増えてきました。そこで、JPSA
にお願いをして、大会時に企業ボランティアの枠をつくっ
ていただき、今では当社の社員は応援とボランティアの両
方で大会に携わるようになりました。2017年に創設したの
が「パラアスリートスカラシップ制度」（2022年度まで）で
す。昨今では桃佳のように大学に進学をして競技を続け
るというパラアスリートが増えてきているので、将来を嘱望
された選手を経済的な面からサポートする給付奨学金
制度をつくりました。2018年には、日本財団ボランティアサ
ポートセンターと連携し、スポーツボランティアの魅力や楽
しみ方を学べる基礎プログラム「スポーツボランティア研
修会」を共催し、弊社の全国にある主要拠点9カ所で、希
望の社員を対象に研修を行いました。さらに、全国の自治
体と連携して、所属アスリートを派遣、講演会や小中学校
での体験会を行うということも積極的に行っています。自
治体や各都道府県の教育委員会から多くお声がけいた
だいており、地域密着型の支店を全国に持つ当社の強
みでもあると考えています。これは選手にとって、社会での

活動の場となり、能力開発にも
つながり、デュアルキャリアの視
点からも、将来を見据えたセカ
ンドキャリアの視点からも、とて
も良い経験になるだろうと思い
ます。選手たちも競技の合間
に積極的に活動してくれてい
ます。自治体にとっても、選手に
とっても、当社にとってもプラス
となり、しかもそれぞれ役割分
担していますので、負担が軽減
されて無理なく実行できます。 ジャンプ選手採用、櫻井梨子選手 競泳選手採用、牧野紘子選手 社員の大会応援風景

山脇康氏
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持続可能な事業として展開されていて、2021年度には全
国141カ所で講演会、体験会、小学校オリンピック･パラリン
ピック教育授業が行われるほどになっています。選手のセ
カンドキャリアのデザインを考えることも重要だと思っていま
す。競技を引退する選手が出た場合、セカンドキャリアとし
て2つの道をつくっています。ひとつは私たち一般の社員と
同じように、「契約社員」「地域型社員」「全域型社員」のよ
うにスタンダードにキャリアアップしていく道です。もうひとつ
は社内の仕事に限らず、アスリートとして培ってきた経験を
生かした仕事もできるような道です。後者を取る選手が多い
のですが、途中で業務の仕方やキャリアの道筋を変更する
など柔軟な対応を考えています。このように、社内には大き
な変化が表れています。保険会社においては、スポーツが
企業収益に直接結びつくことはありませんが、間接的に経
営に貢献していると考えています。大きくは、当社のスポーツ
支援が社会的意義を持ちつつあることです。社内的には、
所属アスリートががんばる姿を見て、応援することによる効
果が挙げられます。社内の一体感の醸成・職場チーム力
の醸成・社員のモチベーション醸成など、良い方向の意識
改革につながってきていることが挙げられます。パラスポー
ツを通じたダイバーシティへの理解促進も図られてきていま
す。これは、社員アンケートからもみてとれます。

— 御社のような取り組みはまだ特別だろうと思います
が、パラスポーツがさらに発展していくためには、今後はど
のようなことが必要だとお感じですか？
支援となると、どうしても企業側の一方通行の視点からにな
るケースが散見され、選手から遠いところで考えられがち
なのです。一番大事なのはいかに選手のために、選手に
近いところで支援できるか、その発想をさらに広げていく必
要があると思います。企業だけでDOするのではなく、もっと
現場にいる選手を巻き込んで、一緒につくっていくべきでは
ないかなと。そして最も大事なのは、継続すること。そうでな
ければ、いくらたくさんの火を灯しても、それぞれが一瞬で
消えてしまってはあとに何も残りません。また、よくパラスポー
ツを通じて「共生社会」や「ダイバーシティ」を学ぶというよ
うなことが言われていますが、当社ではオリンピックとパラリ
ンピックは共通したスポーツの祭典で、その2つの間には壁
がないということを伝えたいと考えています。スポーツを通
じてマネジメントやマーケティングのことが学べるのと同じよ
うに、共生社会やダイバーシティを学ぶというイメージ。多

ルモデルとして見せることが、アスリートの役割のひとつで
はないでしょうか。
アスリートのそのような姿を通じて、社会に反映されるべきも
のがあると思います。個人の意識変革、企業内での効果、
地域での効果、その集合体が社会におけるスポーツの価
値に通じていくものと思います。スポーツの価値はひとつで
はありません。「勝利」という価値以上に、「プロセス」による
価値に多くの原石がちりばめられているので、原石がダイ
ヤに変わる過程にある価値をそれぞれの立場･ステージで

「価値」と考えればよいと思います。まずは、スポーツが「文
化」であることをさらに定着させたいですね。

様性社会が当たり前であることを、スポーツを通じて知る、
学ぶ。スキーで言えば、フィンランドやロシア、オーストリア、ノ
ルウェーなどではオリンピックとパラリンピックのスキー競技
団体が一本化されて、健常者のスキー大会が開催されて
いる会場に、パラスキーの大会もどんどん誘致されていきま
す。オリンピック委員会とパラリンピック委員会も融合されて
います。そのため海外に行くと、オリンピアンとパラリンピアン
が一緒にいて当たり前になっている環境があります。一方、
日本では組織自体が分かれていて、大会を開催するにも
別々に開催することが当たり前になっています。組織自体
が一本化する方向で変革されると、自ずとパラスポーツへ
の認識も大きく変化するように思います。

— 倉田さんは、スポーツの価値についてはどんなふうに
お考えでしょうか？
競技スポーツにおいて、まず重要なのは勝つことです。なぜ
なら、アスリートは何のために過酷なトレーニングをしている
かというと、純粋に「勝つため」だからです。自分が立てた
目標を達成する、どこにステージを置くかは選手それぞれ
に異なりますが、その「自己実現」が、競技スポーツにおい
ては「勝つこと」にほかなりません。ただし、それがすべてで
はなく最終的には勝つために費やしてきたプロセスを人生
に生かすこと。これがスポーツの価値であり、その姿をロー

地域に根差すことが
レガシー継承のカギに

—コロナ禍で行われた東京2020大会は、倉田さんの目
にはどのように映ったのでしょうか？
改めてスポーツは文化だなと感じました。オリンピック選手
がパラリンピックのことを語る場面も多々ありましたし、パラリ
ンピックの開催についても開会式から閉会式まで人々に訴
えるものがあったと思います。それは言葉にすると「共生
社会」というひと言に尽きるかもしれませんが、人々の間に
壁はないことに対して理解が深まり、その意味での文化が
垣間見えた大会だったように思います。ただ、共生社会の
基盤が築かれたと結論づけるのは時期尚早かなと思いま
す。基盤は人々の心や意識にありますので、ハード面でさえ
基盤がまだ整っていないなかで、人々にはまだいきわたって
いないように思います。
もちろん数値化すれば、かつてよりはあらゆる指標が向上
しているとは思いますが、ほかのパラスポーツ先進国と比
べればまだまだ。それこそ「共生社会」と言っているうちは、
当たり前になっていないということです。まだ基盤づくりの
真っただ中であろうと言えます。

— 東京2020大会のレガシーをどう残していくかが問わ
れていることについては、いかがでしょうか？
まず、レガシーとして何を残すのか、残す意義をしっかりと考
え、伝えることが大事だと思います。ハード面のレガシーは
目に見えてわかりやすいかもしれませんが、真のレガシー創

1972年札幌オリンピックでジャンプ競技が開催された大倉山シャンツェ

1972年札幌オリンピックでフィギュアスケートと閉会式が行われた
真駒内屋内競技場講演風景

北海道オール・オリンピアンズの活動告知
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造とは、ソフト面（意識）であろうと思
います。そして、レガシーを継承して
いく担い手は、国ではなく、私は地域
だと考えています。さらに言えば地
域の若い世代です。自治体に予算
配分や助成をしたり、制度の大きな
枠組みをつくるということは国の役割
ですが、最終的に人 と々一緒になっ
て現場でまわしていくのは地域で
す。つまり、レガシーを継承していくに
は「地域」が大事なキーワードで、ど
れだけ地域に根差すことができ、地
域で紡ぐことができるか、活用しなが
ら残すことができるかがポイントにな
るのではないでしょうか。

— 札幌が2030年冬季オリンピック・パラリンピックの招
致をめざしていることについては、どのように感じられていま
すか？
解決しなければならない課題が山積していることは事実で
すが、オリンピック・パラリンピックの開催自体には大きな意
味がありますので個人的には賛成です。
ただ、まずは「アスリート・ファースト」として選手のために行
われる大会であってほしいと思っています。また、前回の
1972年札幌大会では、大倉山ジャンプ競技場やフィギュア
スケートで使用された真駒内屋内競技場など、ハード面は
すでにありますので、それを使用することがレガシーのひと
つだと思います。また、 1972年札幌大会の招致に伴って
前年の1971年には札幌市営地下鉄が開業し、札幌市の
発展にもつながりました。そうした1972年の時に残された
レガシーを再認識する場でもあるように思います。そして、
当時は開催されなかったパラリンピックが初めて札幌で行
われるわけですので、ダイバーシティという考えが人々の心
に訴求されていくチャンスでもあると思います。つまり、昔の
ハード面でのレガシーを再認識しつつ、新たにソフト面での
レガシーを創出していく、そんな大会になると非常に大きな
意義があるように思います。

— 札幌の招致も含め、今後、日本スポーツ界が発展して
いくために、企業はどのような関わり方が理想でしょうか？
当社では、2021年から「北海道オール・オリンピアンズ」と

いう、北海道出身者のオリンピアン、パラリンピアンをメンバー
とする団体と包括連携協定を締結しました。そのメンバー
の方 と々当社の社員とで事業を考案して、札幌市内の学
校で授業を行ったり、子どもたちや年輩の方を対象とした
ウォーキングイベントを開催するなどしています。当社札幌
支店も運営に入っていますが、そこが中心となるのではな
く、あくまでも北海道オール・オリンピアンズの組織が中心
となって動いています。そこに札幌市などの自治体なども
一緒になってやっていくこと。このように、企業が参画しなが
ら、スポーツ界がハンドルを持つという形になると、継続的な
事業展開が可能となるように思います。いずれにしても、企
業も継続して動くことが求められます。また、企業には、アス
リートを支えること、競技団体を支えること、地域と連携する
ことなど関わり方・アプローチが無数にあるように思います。
関わり方のレベル感がありますが、各社の身の丈に合った
取り組みをスモールスタートで具現化を図ることが望まれま
す。小さな取り組みも、企業数が増加していくと大きなムーブ
メントにつながり、地域に反映されていくことになります。

— 倉田さんが深く携わられたスキー界の現状と、今後の
発展のための課題とはどんなことでしょうか？
スキーに限った話ではなくスポーツ界全体に言えることだと
思いますが、指導者が不足している、真の指導者育成が
脆弱、という現状があります。とりわけ、パラスポーツ界はそ
の課題が顕在化しています。私見ですが、３つの課題があ

ると考えています。ひとつは、指導者育成。各競技団体だ
けではなく、JPC、JPSAとも連携をして、指導者の育成をし
ていく必要があると思います。そして指導者の質を上げる
ことも大事です。これはオリンピックでも言えることですが、日
本にはまだまだ人間教育ができる指導者が少ないように感
じています。そして、もうひとつは指導者が指導に専念でき
る環境をつくること。日本では仕事をしながら片手間で指導
をするということがまかり通ってしまっているので、ある一定
の期間だけでも指導に専念しながら生活もできるというよう
な制度、仕組みをつくっていく必要があると思います。そう
すると、指導者の担い手が変わっていくはずです。諸外国
では、指導者が経済的に窮することのないようコーチ制度
が構築されています。競技力や技術の差もさることながら、
コーチがコーチの仕事に集中できる、仕組みの差が結果と
して選手の競技力への影響も大きいものとなると考えてい
ます。２つめは、選手への負担増。中央競技団体におけ
る強化体制・マーケティング脆弱性の改善。もうひとつ、ス
キー界では、世界選手権やワールドカップの日本代表に選
出された選手であっても自己負担を強いられるケースが散
見されます。中央競技団体におけるスポンサー離れ、マー
ケティング力脆弱性などがその要因なのでしょうが、アス
リートのための競技団体の機能が薄れつつあるように感じ
ます。パラスポーツの世界でも同様のケースが、顕在化して
います。同じ競技の日本代表でも、身体と知的で選手の自
己負担額が異なるなど、いわば格差が発生しています。３
つめは、強化＋スポーツ文化のムーブメントの考え方。これ
は、レガシー創造にもつながります。強くなること＝「強化」、

ファンづくり・楽しみ＝「普及」、支援・マーケティング＝「市
場」、この３つがバランスよく融合されることが中央競技団
体における理想的な運営です。このことは、スポーツビジネ
ス領域の学術的にも示されています。今こそ、この３つの課
題をに向けて一歩前進すべき時期だと思います。

— 最後に、倉田さんが次世代に残したい、伝えたいもの
とは何でしょうか？
昔は際立っていましたが、今現在は失われつつあるもの、
例えば「根性」、「気合」、「粘り強さ」。私たちが若いころは

「水分とるな」といったことが横行していましたが（笑）、昨
今ではあまり耳にしない言葉です。子どもたちには何らか
の形で知る機会をもってもらいたいと思います。というのも、
現代はともすると楽しければやるけれど、そうでなければや
らない、という風潮にあるのかなと。それはそれでよいと思う

のですが、最後の大事なことを伝える必要があ
ると思うのです。楽しみながら身体を動かして、
やり続けること、そのためには目標を持つことの
大事さを、今の時代だからこそ改めて伝えたい
です。
アスリートの究極のがんばりの裏側には、「根性」

「気合」「負けたくない気持ち」があるはずです。
目標に向かってがんばり続けることを伝えながら、
その裏側にあるものが求められると思っていま
す。そして次代を担う若者・子どもたちには、障害
があってなくても、みんな同じということ、お互いを
リスペクトし合うこと、一緒にがんばることをスポー
ツを通じて理解してもらって、そして、友だちをたく
さんつくってほしいと思います。

2022北京オリンピック・ノルディック複合団体で銅メダルを獲得した日本チーム（全員が教え子）

2022北京パラリンピック・アルペンスキーで金3、銀１を獲得した村岡桃佳選手



141140

歴　史 H I S T O R Y

 … 倉田秀道氏 略歴　　  … 世相
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P H O T O G A L L E R Yフォトギャラリー

倉田秀道氏

倉田秀道氏
2007年インカレで40年ぶりに優勝し胴上げされる

早大スキー部インカレ集合写真（前列中央）

インカレにて（左）

河野孝典氏

荻原健司氏（左）、次晴氏（右）

京谷和幸氏

大日方邦子氏 新田佳浩氏 早大大学院で共に学んだ桑田真澄氏（右）と

村岡桃佳選手（右）、早大入学時 早大スキー部集合、前が村岡桃佳選手（大隈講堂前にて）

ジャンプ選手採用、櫻井梨子選手 競泳選手採用、牧野紘子選手

社員の大会応援風景 2007年インカレで40年ぶりに優勝して胴上げされる

山脇康氏

1972年札幌オリンピックでフィギュアスケートと
閉会式が行われた真駒内屋内競技場

講演風景

北海道オール・オリンピアンズの活動告知

2022北京オリンピック・ノルディック複合団体で
銅メダルを獲得した日本チーム（全員が教え子）

2022北京パラリンピック・アルペンスキーで金3、
銀１を獲得した村岡桃佳選手

2014年ソチパラリンピック、村岡桃佳選手

1972年札幌オリンピックでジャンプ競技が開催され
た大倉山シャンツェ


